
国
際
財
政
学
会
第
六
七
回
年
次
大
会
に
参
加
し
て

山

田

直

夫

一
、
国
際
財
政
学
会
の
年
次
大
会
に

つ
い
て

国
際
財
政
学
会
︵
In
tern
ation
al
In
stitu
te
of
P
u
b
lic

F
in
an
ce：
IIP
F
︶
は
、
一
九
三
七
年
に
パ
リ
に
お
い
て

設
立
さ
れ
た
財
政
学
・
公
共
経
済
学
の
世
界
的
な
学
会
で

あ
る
。
国
際
財
政
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⑴

に
よ
る
と
、
現

在
、
約
五
〇
カ
国
に
約
八
〇
〇
名
の
会
員
を
有
し
て
い

る
。
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
年
次
大
会
︵
A
n
n
u
al

C
on
g
ress︶
で
は
、
著
名
な
研
究
者
に
よ
る
講
演

︵
K
ey
n
ote
L
ectu
re︶
や
個
別
の
研
究
報
告
︵
W
ork
in
g

G
rou
p
S
ession
s︶
の
ほ
か
に
、
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
︵
S
ocial
E
v
en
ts︶
も
行
わ
れ
て
い

る
。
今
年
は
八
月
八
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
て
、
ア
メ
リ

カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
に
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
大
学

︵
U
n
iv
ersity
of
M
ich
ig
an
︶
に
お
い
て
、
第
六
七
回
年

次
大
会
が
開
催
さ
れ
た
︵
写
真
１
、
２
︶。
開
催
地
の
ア

ナ
ー
バ
ー
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
空
港
か

ら
車
で
約
三
〇
分
の
距
離
に
位
置
す
る
、
ミ
シ
ガ
ン
州
南

東
部
の
都
市
で
あ
る
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
は
ア
ナ
ー
バ
ー
の

人
口
、
雇
用
、
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
ア

─ 35 ─
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ナ
ー
バ
ー
は
ミ
シ
ガ
ン
大
学
を
中
心
と
す
る
学
園
都
市
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
国
際
財
政
学
会
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
今
大
会
の
参
加
者
は
三
四
二
名
で
あ
り
、
日
本

人
研
究
者
に
よ
る
研
究
報
告
も
多
数
あ
っ
た
。
な
お
、
所

定
の
手
続
き
に
よ
り
、
非
学
会
員
で
も
講
演
や
個
別
の
研

究
報
告
を
聞
い
た
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
国
際
財
政
学
会
第
六
七
回
年
次
大
会

の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
筆
者
が
興
味
深
く
感
じ

た
講
演
や
個
別
報
告
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
後
述
す
る
よ

う
に
講
演
や
個
別
報
告
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
筆

者
の
関
心
は
法
人
税
を
含
む
所
得
課
税
に
あ
る
の
で
、
内

容
の
紹
介
が
所
得
課
税
に
偏
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
予
め
お

断
り
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
続
く
二
節
で
第
六
七
回
年
次
大
会
の
概
要
を
説
明

す
る
。
そ
し
て
三
節
と
四
節
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
者
が
興

味
深
い
と
感
じ
た
講
演
と
個
別
報
告
に
つ
い
て
取
り
上
げ

る
。
最
後
の
五
節
で
は
、
次
回
の
第
六
八
回
年
次
大
会
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。

二
、
第
六
七
回
年
次
大
会
の
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
図
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
以

下
で
は
、
講
演
︵
K
ey
n
ote
L
ectu
re︶、
個
別
報
告

︵
W
ork
in
g
G
rou
p
S
ession
s︶、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン

ト
︵
S
ocial
E
v
en
ts︶
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
き
た
い
。

⑴

講
演
︵
K
e
y
n
o
te
L
e
c
tu
re
︶

図
表
１
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
今
大
会
で
は
八
日

に
二
つ
、
そ
の
他
の
日
は
一
つ
ず
つ
、
合
計
五
つ
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。
国
際
財
政
学
会
で
は
年
次
大
会
毎
に
講
演

の
テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
講
演
者
は
そ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
講
演
を
行
う
。
今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、

国際財政学会第 67 回年次大会に参加して
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R
eth
in
k
in
g
th
e
R
ole
of
th
e
S
tate:
R
esp
on
ses
to

R
ecen
t
C
h
allen
g
es
で
あ
る
。
図
表
２
は
、
今
大
会
の

講
演
者
と
そ
の
論
題
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

も
わ
か
る
と
お
り
、
テ
ー
マ
が
共
通
し
て
い
る
と
は
い
え

講
演
内
容
の
幅
は
広
く
、
各
講
演
は
直
接
的
に
は
関
連
し

て
い
な
い
。
各
講
演
と
も
最
後
の
数
分
は
会
場
か
ら
の
質

疑
応
答
に
あ
て
ら
れ
、
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
︵
写
真
３
︶。
本
稿
で
は
続
く
三
節
に

お
い
て
、
９
日
に
行
わ
れ
た
S
aez
教
授
の
最
適
所
得
税

に
関
す
る
講
演
を
取
り
上
げ
、
こ
の
分
野
の
わ
が
国
に
お

け
る
研
究
動
向
も
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

⑵

個
別
報
告
︵
W
o
rk
in
g
G
ro
u
p
S
e
s
s
io
n
s
︶

図
表
１
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
個
別
報
告
は
大
会
期
間

中
の
す
べ
て
の
日
に
行
わ
れ
た
︵
写
真
４
︶。
そ
の
一
例

と
し
て
、
図
表
３
で
は
八
日
の
午
後
三
時
三
〇
分
か
ら
午

後
五
時
三
〇
分
の
間
に
行
わ
れ
た
S
ession
を
列
挙
し
て

国際財政学会第 67 回年次大会に参加して
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（出所）国際財政学会資料より作成

図表２ 第67回年次大会の講演者と論題

A Macro Perspective on Public Finance:

Natural Resources and the Environment

Rick van der Ploeg

Oxford University

Praying for the European Monetary Union:

Flaws, Risks, and Policy Options

Hans-Werner Sinn

CESifo Group

Efficient Policies for RedistributionEmmanuel Saez

University of California, Berkeley

Population Aging and the Evolving Role of the

State

James Poterba

Massachusetts Institute of Technology

Economic Integration and Fiscal Policy in a

Dynamic Context: Competition and Factor

Mobility

論 題

David Wildasin

University of Kentucky

講演者・所属
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い
る
。
各
S
ession
に
は
タ
イ
ト
ル
が
付
い
て
お
り
、
こ

の
タ
イ
ト
ル
に
関
連
す
る
個
別
報
告
が
行
わ
れ
る
。
例
え

ば
S
ession
24
の
タ
イ
ト
ル
は
T
ax
C
om
p
etition
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
租
税
競
争
に
つ
い
て
の
個
別
報
告
が
四
本

行
わ
れ
た
。
す
べ
て
の
S
ession
の
タ
イ
ト
ル
及
び
個
別

報
告
の
報
告
論
文
は
、
国
際
財
政
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⑵

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
S
ession
の

総
数
は
七
六
、
個
別
報
告
の
本
数
は
合
計
で
二
五
八
で
あ

る
。
S
ession
の
数
が
七
六
も
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
と

お
り
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
所
得
税
、
法
人

税
、
付
加
価
値
税
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
債
、
年
金
、

教
育
、
地
方
財
政
に
関
す
る

S
ession
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
二
元
的
所
得
税
の
導
入
国
で
あ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
税

制
改
革
に
つ
い
て
の
個
別
報
告
も
あ
っ
た
。

個
別
報
告
に
関
し
て
個
人
的
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

企
業
に
対
す
る
課
税
に
関
す
る
報
告
が
多
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
資
本
の

国際財政学会第 67 回年次大会に参加して
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移
動
が
容
易
に
な
る
中
で
、
各
国
政
府
に
と
っ
て
企
業
に

対
す
る
課
税
の
あ
り
方
が
、
国
際
競
争
力
確
保
な
ど
の
観

点
か
ら
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
企
業
に
対
す
る
課
税
に
関
す
る
分
析
と
い
う

と
、
い
か
に
他
国
と
差
別
化
を
図
っ
て
自
国
を
有
利
な
状

況
に
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
分
析
が
多
い
。
し
か
し

今
大
会
で
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
法
人
税
の
課
税
標
準
の
統

一
化
に
関
す
る
報
告
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

四
節
に
お
い
て
よ
り
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

⑶

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
︵
S
o
c
ia
l
E
v
e
n
ts
︶

年
次
大
会
の
中
心
は
も
ち
ろ
ん
講
演
や
個
別
報
告
で
あ

る
が
、
大
会
期
間
中
は
様
々
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
参

加
者
も
少
な
く
な
い
。
八
日
の
夜
に
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
、
一
〇
日
の
夜
に
は
デ
ィ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
ま
た
、
九
日
の
午
後
は
講
演
や
個
別
報
告
は
な
く
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
予
め
申
し
込
み
を
し

た
参
加
者
は
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
博
物
館
や
フ
ォ
ー
ド

の
工
場
な
ど
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
同
行
者
の
た
め
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。

三
、
課
税
所
得
の
弾
力
性
と
最
適
所
得

税
率
︱
S
aez
教
授
の
講
演
︱

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
S
aez
教
授

は
、
最
適
所
得
税
と
呼
ば
れ
る
分
野
で
優
れ
た
業
績
を
有

し
、
二
〇
〇
九
年
に
は
ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
ツ
・
ク
ラ
ー
ク
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
の
賞
は
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
が
授

与
し
て
い
る
賞
で
、
経
済
学
に
お
け
る
最
高
の
賞
の
一
つ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
教
授
は
マ
ー
リ
ー
ズ
・
レ

ビ
ュ
ー
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
。
マ
ー
リ
ー
ズ
・
レ

ビ
ュ
ー
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｓ

︵
In
stitu
te
for
F
iscal
S
tu
d
ies︶
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
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出
版
さ
れ
た⑶

、
多
く
の
国
の
税
制
改
革
の
議
論
に
影
響
を

与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
報
告
書
で
あ
る⑷

。

最
適
所
得
税
の
分
野
で
は
S
aez
教
授
の
研
究
な
ど
に

よ
り
、
課
税
所
得
の
弾
力
性
や
所
得
分
布
の
パ
レ
ー
ト
係

数
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
ど
が
わ
か
れ
ば
、
高
額
所
得
者
に

対
す
る
最
適
所
得
税
率
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
講
演
で
は
、
S
aez
教
授
自
身
の
貢
献
を
含
む
、
こ

う
し
た
最
適
所
得
税
の
発
展
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

最
適
所
得
税
に
関
す
る
研
究
は
、
わ
が
国
で
も
行
わ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
八
塩
︵
二
〇
〇
五
︶
は
、﹃
税
務
統

計
か
ら
見
た
申
告
所
得
税
の
実
態
﹄
を
用
い
て
、
一
九
九

九
年
の
税
制
改
正
が
事
業
所
得
者
の
富
裕
階
層
の
課
税
所

得
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
分
析
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
所
得
階
層
別
の
時
系
列
デ
ー
タ
を
用

い
て
課
税
所
得
の
弾
力
性
を
推
定
し
、
そ
れ
が
〇
・
一
以

下
と
い
う
小
さ
い
値
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に

國
枝
︵
二
〇
一
〇
︶
は
、
八
塩
︵
二
〇
〇
五
︶
の
結
果
か

ら
最
適
所
得
税
率
を
計
算
し
、
そ
れ
が
八
〇
％
以
上
に
な

る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
わ
が
国
で
は
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
が
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
北
村
・
宮
崎
︵
二

〇
一
〇
︶
は
、﹃
全
国
消
費
実
態
調
査
﹄
の
個
票
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
一
九
九
五
年
と
一
九
九
九
年
に
行
わ
れ
た
税

制
改
正
の
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、

一
九
九
四
年
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
四
年
の
﹃
全
国
消

費
実
態
調
査
﹄
の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
課
税
所
得
の
弾

力
性
を
計
測
し
、
最
適
所
得
税
率
に
つ
い
て
も
議
論
を
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
高
額
所
得
者
の
最

適
所
得
税
率
は
概
ね
五
〇
％
よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
を
示

し
た
。

現
在
、
わ
が
国
の
所
得
税
の
最
高
税
率
は
四
〇
％
で
、

住
民
税
は
一
律
一
〇
％
で
あ
る
の
で
、
単
純
に
合
計
す
る

と
五
〇
％
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
個

人
所
得
税
率
に
関
し
て
引
き
上
げ
の
余
地
が
あ
る
と
い
う

国際財政学会第 67 回年次大会に参加して
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こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
わ
が
国
の
税
制

改
正
の
議
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
企
業
に
対
す
る
課
税

前
述
し
た
よ
う
に
企
業
に
対
す
る
課
税
に
関
す
る
個
別

報
告
は
多
く
、
す
べ
て
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
海
外
直
接
投
資
へ
の
影
響
や
租
税
競
争
、
法
人
税
の

帰
着
に
関
す
る
報
告
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
二
〇
一
一

年
三
月
一
六
日
に
欧
州
委
員
会
か
ら
最
終
提
案
書
が
提
出

さ

れ

た

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

Ｂ
︵
C
om
m
on
C
on
solid
ated

C
orp
orate
T
ax
B
ase︶
に
つ
い
て
の
報
告
に
注
目
し
た

い
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
と
は⑸

、
Ｅ
Ｕ
域
内
で
活
動
す
る
企
業
の

法
人
税
の
課
税
標
準
算
出
方
法
を
統
一
化
す
る
制
度
で
あ

る
。
こ
の
制
度
で
は
、
課
税
標
準
の
算
出
に
あ
た
っ
て
、

Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
事
業
活
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
損
益
は
通

算
さ
れ
る
。
算
出
さ
れ
た
課
税
標
準
は
、
あ
る
一
定
の
基

準
︵
資
産
、
労
働
力
、
売
上
の
三
つ
の
要
素
が
考
慮
さ
れ

る
︶
に
し
た
が
っ
て
、
企
業
が
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

加
盟
国
に
配
賦
さ
れ
る
。
そ
し
て
各
加
盟
国
は
自
国
の
税

率
を
用
い
て
法
人
税
額
を
算
出
す
る
。
こ
の
制
度
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
、
申
告
業
務
の
簡
素
化
が
挙
げ

ら
れ
る
。
現
在
は
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
加
盟
国
毎
に

申
告
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
最
大
で
二
七
種
類
の
制
度
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
国
の

税
務
当
局
に
一
種
類
の
申
告
書
を
提
出
す
れ
ば
よ
く
な
る

か
ら
で
あ
る
。
他
に
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
移
転
価
格
問
題
の

解
消
や
税
制
面
の
障
害
の
解
消
に
よ
る
国
際
競
争
力
強
化

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
グ
ル
ー
プ
全
体

の
納
税
額
が
減
少
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。
ま
た
、
欧
州
委
員
会
は
Ｅ
Ｕ
全
体
で
七
億

ユ
ー
ロ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
費
用
の
削
減
と
連
結
納
税

を
通
じ
て
の
一
三
億
ユ
ー
ロ
の
節
税
が
で
き
る
と
見
積

も
っ
て
い
る
。
な
お
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
導
入
に
つ
い
て
は
、
ド
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イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
は
支
持
す
る
一
方
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

な
ど
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
と
い
う
制
度
に
つ
い
て
、

S
ession
53︵
タ
イ
ト
ル
は
C
orp
orate
T
ax
D
esig
n
︶

に
お
い
て
二
本
の
報
告
が
あ
っ
た
。
一
本
は

E
rn
st
&

Y
ou
n
g
L
L
P
の

C
lin
e
氏
ら
に
よ
る
、
E
con
om
ic
an
d

B
u
d
g
etary

Im
p
act
of
th
e
In
trod
u
ction

of
a

C
om
m
on
C
on
solid
ated
C
orp
orate
T
ax
B
ase
in

E
u
rop
ean
U
n
ion
で
あ
る
。
も
う
一
本
は
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
の

D
ev
ereu
x
教
授
ら
に
よ
る
、

E
v
alu
atin
g
N
eu
trality
P
rop
erties
of
C
orp
orate

T
ax
R
eform
s
で
あ
る
。
前
者
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｔ
Ｂ
が
導
入
さ
れ
た
場
合
の
効
果
を
試
算
し
て
い
る
。

後
者
は
法
人
税
の
中
立
性
に
関
す
る
新
し
い
概
念
を
用
い

て
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
な
ど
の
税
制
を
評
価
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
前
者
に
つ
い
て
の
み
紹
介
し
た

い
。
C
lin
e
氏
ら
の
研
究
で
は
、
Ｅ
Ｕ
二
七
カ
国
に
お
い

て
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
が
導
入
さ
れ
、
企
業
に
強
制
的
に
適
用
さ

れ
る
ケ
ー
ス
、
Ｅ
Ｕ
二
七
カ
国
に
お
い
て
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
が

導
入
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
利
用
す
る
か
は
企
業
が
選
択
で

き
る
ケ
ー
ス
、
Ｅ
Ｕ
九
カ
国
に
お
い
て
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
が
導

入
さ
れ
、
企
業
に
強
制
的
に
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
、
の
三

つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
そ
の
影
響
を
試
算
し
て
い
る
。
試

算
方
法
は
複
雑
で
、
分
析
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
主

な
結
果
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
ご
く
一
部
の
国
は

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
の
導
入
に
よ
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
雇
用
、
海
外
直
接

投
資
が
増
加
す
る
が
、
他
の
多
く
の
国
々
は
こ
れ
ら
が
減

少
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
結
果
に
は
、
政
府

の
税
収
の
減
少
分
は
家
計
か
ら
の
移
転
に
よ
っ
て
相
殺
さ

れ
る
な
ど
の
強
い
仮
定
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
大

規
模
な
制
度
が
実
際
に
導
入
で
き
る
の
か
、
ま
た
導
入
さ

れ
て
も
有
効
に
機
能
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に

興
味
深
い
点
で
あ
る
。
今
後
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
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Ｂ
導
入
の
動
き
、
あ
る
い
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
関
す
る
研
究

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
興
味
深
い
報
告
も
あ
っ
た
が
、
個
人
的
に

少
し
残
念
に
感
じ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
筆
者
が
関

心
を
持
っ
て
い
る
Ａ
Ｃ
Ｅ
︵
A
llow
an
ce
for
C
orp
orate

E
q
u
ity
︶
や
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
︵
C
om
p
reh
en
siv
e
B
u
sin
ess

In
com
e
T
ax
︶
に
関
す
る
研
究
報
告
が
筆
者
の
知
る
限

り
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
マ
ー
リ
ー
ズ
・
レ

ビ
ュ
ー
を
出
版
し
た
Ｉ
Ｆ
Ｓ
が
一
九
九
一
年
に
提
案
し
た

税
制
︵
In
stitu
te
for
F
iscal
S
tu
d
ies︵
1991︶︶
で
、

Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
は
一
九
九
二
年
に
ア
メ
リ
カ
財
務
省
か
ら
提
案

さ
れ
た
税
制
︵
U
.S
.
D
ep
artm
en
t
of
th
e
T
reasu
ry

︵
1992︶︶
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
行

の
法
人
税
は
、
負
債
利
子
が
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
株
式
の
機
会
費
用
が
控
除
さ
れ
な
い
の

で
、
企
業
の
資
金
調
達
行
動
に
対
し
て
非
中
立
的
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
株
式
の
機
会
費
用
を
控
除

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
は
負
債
利
子
の
控

除
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
金
調
達
の
中
立
性
を

達
成
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
企
業
の
投
資
に

対
し
て
も
中
立
的
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
て
い
る
国
は
な
い
が
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
は

ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
実
際
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
税
制
を
比
較
し
た

研
究
が
よ
く
な
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
昨
年
の
国
際
財
政

学
会
第
六
六
回
年
次
大
会
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
Ｃ
Ｂ

Ｉ
Ｔ
と
Ａ
Ｃ
Ｅ
を
導
入
し
た
と
き
の
効
果
を
比
較
し
た
個

別
報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
今
年
出
版
さ
れ
た
国
際
財
政

学
会
の
学
会
誌
に
は
、
今
大
会
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
関
す

る
報
告
を
行
っ
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

D
ev
ereu
x
教
授
ら
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

︵
M
ooij
an
d
D
ev
ereu
x
︵
2011︶︶。
今
大
会
で
は
こ
う

し
た
研
究
報
告
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
分
析

は
蓄
積
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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五
、
第
六
八
回
年
次
大
会
に
つ
い
て

次
回
の
第
六
八
回
年
次
大
会
は
、
二
〇
一
二
年
八
月
一

六
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
に
あ

る
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
︵
D
resd
en
U
n
iv
ersity
of

T
ech
n
olog
y
︶
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

図
表
４
は
大
会
の
概
要
で
あ
る
。
既
に
ピ
ル
ニ
ッ
ツ
宮
殿

へ
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
決
定
し
て
い
る
。

講
演
の
テ
ー
マ
は
、
P
u
b
lic
F
in
an
ce,
P
u
b
lic
D
eb
t

an
d
G
lob
al
R
ecov
ery
で
あ
り
、
講
演
者
の
リ
ス
ト
は

図
表
５
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
金
融
危
機
以
降
、
多

く
の
国
で
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
公
的
債
務
の
問
題
に

つ
い
て
、
財
政
学
・
公
共
経
済
学
的
観
点
か
ら
講
演
が
行

わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
財
務
省
の
資
料⑹

に
よ
る
と
、

わ
が
国
の
二
〇
一
一
年
度
末
の
公
債
残
高
は
約
六
六
八
兆

円
で
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
一
三
八
・
〇
％
に
な
る
見
込
み

で
あ
り
、
わ
が
国
で
も
公
的
債
務
の
累
増
は
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
債
務
残
高
を
国
際
比
較
す
る

と
、
わ
が
国
は
先
進
国
中
最
悪
の
水
準
に
あ
る⑺

。
講
演
に

お
い
て
は
、
わ
が
国
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
欧
州
委
員
会

の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
に
関
す
る
動
向
な
ど
か
ら
す
る
と
、
各
国

政
府
に
と
っ
て
企
業
課
税
の
重
要
性
は
今
後
益
々
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
第
六
八
回
年

次
大
会
に
お
い
て
も
、
様
々
な
分
野
の
個
別
報
告
が
行
わ

れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
企
業
課
税
に
関
す
る
報
告
が
数
多

く
行
わ
れ
る
と
い
う
傾
向
は
続
く
だ
ろ
う
。

︵
注
︶

⑴

h
ttp
://w
w
w
.iip
f.org
/in
d
ex
.h
tm

⑵

h
ttp
://ed
itorialex
p
ress.
com
/
con
feren
ce/
IIP
F
67/
p
ro-

g
ram
/IIP
F
67.h
tm
l

⑶

正
確
に
は
、
マ
ー
リ
ー
ズ
・
レ
ビ
ュ
ー
は
二
部
構
成
で
あ
り
、
第

一
部
は
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
、
第
二
部
は
今
秋
出
版
予
定
で
あ
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（出所）国際財政学会資料より作成

図表４ 第68回年次大会の概要

Contributed Sessions・Half-day Excursion to Pillnitz PalaceAugust 17

Keynote Lectures・Contributed Sessions・Conference

Dinner

August 18

Keynote Lectures・Contributed Sessions・Award

Ceremony

Keynote Lectures・Contributed Sessions・General

Assembly of IIPF Members・Welcome Reception

August 19

August 16

（出所）国際財政学会資料より作成

図表５ 第68回年次大会の講演者
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る
。

⑷

マ
ー
リ
ー
ズ
・
レ
ビ
ュ
ー
に
関
し
て
言
え
ば
、
一
〇
日
に
講
演
を

行
っ
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
P
oterb
a
教
授
は
編
者
の

一
人
で
あ
る
。
今
大
会
に
お
け
る
同
教
授
の
講
演
は
直
接
的
に
は
税

制
に
関
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
同
教
授
は
税
制
が
家
計
や
企

業
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
多
数
の
業
績
が
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
に

は
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
米
国
税
制
改
革

諮
問
委
員
会
の
委
員
を
務
め
た
。
さ
ら
に
現
在
、
全
米
経
済
研
究
所

︵
N
ation
alB
u
reau
of
E
con
om
ic
R
esearch
：
N
B
E
R
︶
の
所
長
で

も
あ
る
。

⑸

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｂ
の
説
明
に
関
し
て
は
、
E
rn
st
&
Y
ou
n
g
の
﹃
オ
ラ

ン
ダ

JB
S
N
ew
sletter
2011
Issu
e
2-2﹄︵
h
ttp
://w
w
w
.
ey
.

com
/
P
u
b
lication
/
v
w
L
U
A
ssets/
n
l_jb
s_v
ol2-2_2011-04/

$F
IL
E
/
2-2_E
Y
_N
ew
sletter_A
p
ril_2011_C
C
C
T
B
_JP
.
p
d
f︶

と
、
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
の
P
w
C
国
際
税

務

ニ

ュ

ー

ス
︵
h
ttp
://w
w
w
.
p
w
c.
com
/
jp
/
ja/
tax
n
ew
s-

in
tern
ation
al-eu
rop
e/ccctb
.jh
tm
l︶
に
依
拠
し
て
い
る
。

⑹

h
ttp
://w
w
w
.m
of.g
o.jp
/tax
_p
olicy
/su
m
m
ary
/cond
ition
/

004.h
tm

⑺

h
ttp
://w
w
w
.m
of.g
o.jp
/tax
_p
olicy
/su
m
m
ary
/con
d
ition
/

007.h
tm

︵
参
考
文
献
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税
所
得
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得
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消
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調
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個
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ー
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G
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C
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H
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│
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F
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